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世話人インタビュー

三浦：経済懇談会では、設立以来、
「イノベーション」「変革」を主要な
テーマとし、多様な経営課題につい
て自由闊達に議論しています。一定
のテーマを継続して追究することで、
表面的ではない深化した議論がで
き、ここに、この会の良さがあります。
鍋島：メンバーは、現場の第一線で
指揮を執る副社長から執行役員ま
で、業種で見ると10数種に上り、容
易に集めることのできない充実し
た構成となっています。外部講師
を招く場合と、メンバーが自身の考
えや現場の悩みなどを話して意見
交換を行う場合の二通りで、会合
を開催しています。通り一遍の議
論ではなく、率直に本音をぶつけ
合う場となっており、それぞれの業
界や現場の状況、個人の考え方が
鮮明に伝わってくるので、非常に良
い刺激を受けています。
三浦：今年度のテーマは「大変革期
を勝ち抜く経営戦略と企業革新｣

で、これは、経済のみならず、政治や
文化、社会を含めて潮目の変わる時
期に来ており、特に今年は大きな転
換期であると、多くのメンバーが認
識していることから設定しました。
鍋島：現在の経営環境は、従来のグ
ローバル経済の進展に伴う高度成
長から、180度変わっています。環
境・エネルギー問題をはじめ、「資源
は有限」という事実が、実感を伴っ
て感じられるようになり、企業活動
を大きく転換する必要が出てきま
した。これからの時代をどうとらえ
るかを、みんなで考え、議論し、そ
れをいかに経営に活かしていくか
が今年の課題だと考えています。

三浦：メンバーは、それぞれの分
野のサブジェクト・マター・エキス
パート（専門家）です。多種多様な意
見を聞くことで、世の中全体の大き
な潮流が理解でき、さらに自分の意
見をブラッシュ・アップすることも

できます。未知の問題には誰しも確
固たる自論を持ち得ませんが、例え
ば、「私はこう思うんだが」という投
げかけに対して、「こういう見方もあ
るんじゃないか」といった返事がも
らえる。多角的な見方を磨くことが
できます。
鍋島：世話人としては、メンバーが
会合に出席したいと思える課題の
設定や、講師の選定を心掛けてい
ます。外部講師も、幸い各分野の
トップの方にお越しいただいてい
ます。専門家といえども、何百人も
の聴衆の面前で本音を語ることに
は限界があるでしょうが、少人数の
会合では、かなり踏み込んだ意見
や提言を語ってもらうことができ、
大きな刺激になっています。
三浦：政策委員会がテーマに基づ
き提言をまとめて発表する役割を
担うとすれば、経済懇談会は自由
な議論を醸成する場です。こうし
た機能を十分に果たしながら、メン
バーには、懇談会で得られた知見
を政策委員会に活かしていただき
たいと考えています。
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